
































































































































































































－ 95 －

なし 運転するが，暖まらない連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

暖房温度差
10～30℃以
内 

室内ユニット送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転待機
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外7℃内20℃ DB

⑴

正常です。
（本ユニットは，電源
リセット後再スタート
する場合圧縮機ドーム
下温度検知によりソフ
トスタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。

下記点検を行う
・軽度フィルタの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御より
原因と思われる箇所の
点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・四方切換弁動作不良
・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 漏電ブレーカ作動消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵
抗OK？  

室外アース線／漏電しゃ断器チェック
 

 

 

 

NO

NO

室外アース線／漏電しゃ断器
チェック

 

①アース線は，室外ユニットのアースねじ部から配電盤のアー
ス端子まで，単独の線で工事してください。（他のアース線と
の接続はしないでください。）

②漏電しゃ断器自体の誤作動を防止するため，高調波対応品で
あるか確認してください。  

※圧縮機の絶縁抵抗について 
●据付直後， もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場
合，圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩま
で低下することがあります。絶縁抵抗が小さく，漏電ブレー
カが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するか確
認する。
電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧
縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカが高調波対応品であるか確認する。
本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカの誤動作
を防止するため，高調波対応品を使用してください。

各ハーネス類は絶
縁が確保されているか？
板金などの噛み込み
はないか？

YES

YES

圧縮機交換※

絶縁抵抗確保

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機不良
・ノイズ

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 音・振動が非常に大きい（その 1）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内ユニット・
室外ユニットの
設置にガタがある。 

【据付工事】
エアコンだ
けでなく建
屋全体から
の音・振動か

【製品】  
送風(ファン
単独)運転で
の音・振動か

配管が壁な
どに接触し
ている。 

ファンやル
ーバが他の
部品と接触
しているか

その2へ  

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES 

YES
 

YES YES

エアコン運転
中，停止直後
の音・振動か

停止後充分時間経過して音・振
動が大きい場合エアコンが原因
ではないと考えられます。

設置状態をよく見て設置状態を
修正したりゴムなどのクッショ
ン材を入れるなどしてガタをな
くしてください。

配管を壁などの面に固定した
り，壁穴に通す場合ゴムなどの
クッション材を配管の周囲に巻
いて配管の振動が伝達されない
ようにしてください。

天井面，壁面，床面など強度不
足の可能性が考えられます。設
置場所の見直し，又は強度 UP
の為の補強を立ててください。

ユニットの傾き設置，ファンや
ルーバ，モータの取り付け異常
を確認して接触原因を特定した
あと修正してください。

熱交やフィルタに目詰りがある
場合は清掃してください。
また，ファンやモータの回転に
伴ってブーン，リーン，ウオン
ウオンといった音色の音・振動
を発生する場合がありますが異
常ではありません。
（耐え難い大きさの場合は弊社
に相談してください。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

①据付工事不良
・設置時の防振対策不良
・取付面の強度不足
②製品不良
・工場出荷前／後不良
③運転調整不良
・�冷媒の過多／不足など

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 音・振動が非常に大きい（その２）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【製品側】
冷房／暖房
運転が正常
な状態での
音・振動か

配管がケー
シングに接
触している。

シュー，ゴー
など連続的
な音が発生

その 1から

その３へ 
起動・停止時
シュー，シャー
音が発生

暖房時の除
霜開始・終了
でブシュー音
が発生

暖房運転で
ビシッビシッ
音が発生

冷房運転中
停止後でシュー
音が発生

NO

YES
NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

ケーシングに接触しないように
配管引き回しを修正します。

エアコン内部の配管中をガス冷
媒や液冷媒が流れることで発生
する音・振動です。特に冷房中
や暖房時の除霜中は発生しやす
く異常ではありません。

冷媒が流れ始めたり流れが止ま
ることで発生する音・振動です。
異常ではありません。

暖房時の除霜開始・終了では四
方弁の切り替えによって冷媒の
流れ方向を反転させています。
この際，配管内に大きな圧力変
化が起きるためブシューといっ
た音色の音が発生します。また，
上記のシャー，シュー音も発生
します。異常ではありません。

暖房運転開始・停止後や除霜中
において，急激な温度変化によ
り樹脂部品が収縮・膨張するこ
とで発生する音です。異常では
ありません。

室内ユニットドレン水を排出す
るドレンポンプの運転音です。
冷房運転停止後も 20 分間運転
します。異常ではありません。

減圧 ( 膨張弁 )，キャピラリ部
など発生源と考えられる部位に
防音用ダンパーシーラントを貼
り付けてください。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 音・振動が非常に大きい（その３）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【運転調整】 
冷房／暖房運転が不良な
状態での音・振動か

その２から 

YES

冷房／暖房運転で温
度が適正でない不良
な状態の場合，以下の
懸念があります。

・冷媒の過多充填
・冷媒の不足充填
・空気，窒素などの
　混入

このため，冷媒回収，
真空乾燥，冷媒再充填
を実施してください。

※ 音・ 振 動 は さ ま
ざまなことが原因と
なって発生するため，
上記の内容に当ては
まらない場合がある
と思われます。
その場合，以下の点を
確認・メモした後弊社
に相談願います。

・室内／室外ユニット
・冷房／暖房／送風
・起動／停止／運転中
・運転状態
　（室内外温度，圧力）
・発生時間
・�圧縮機回転数，熱交
センサ温度，電子膨
張弁開度等のリモコ
ンによる運転データ
・音色
・その他気付き事項

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容



－ 100 －

なし
ルーバモータが回らない

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

電源投入時
ルーバが動作す

るか

ルーバモータ
配線は断線
しているか

ルーバモータはロック
しているか

▲室内ユニット側で点検してください。

リモコンで
ルーバモータは
動作するか

YES

NO

1分以上経過し
てから操作して
ください。

YES 

NO

YES

NO

配線修理

室内ユニット基板交換

ルーバモータ交換

正常

ルーバモータ交換
（ルーバモータを交換
しても異常が出る場
合には，室内ユニット
基板を交換してくだ
さい。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ルーバモータ不良
・�ルーバモータ配線断線
・室内ユニット基板不良

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 電源系統異常
（室内基板への電源供給）

消灯 消灯

消灯 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

434

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 電源系統異常

（室内基板への電源供給）
消灯 消灯

消灯 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内端子台 
①-②間AC２００V? 

 
NO 

NO 

NO 

ヒューズOK 
（F1, F2） 

YES 

YES 

YES 

  
  

JX1は開放？

YES

NO 

CNW0の①-③間
の抵抗チェックOK?

  
  NO 

ファンモータ
ルーバモータ等の
抵抗チェック

  NO 

アクチュエータ
等の短絡チェック

はOKか？
  NO 

  
  NO 

          

 

 

 

NO 

CNM1①-④間に
DC280Vはあるか? 

CNP①-②間に
DC8Vはあるか? 

室外端子台 
①-②間AC２００V? 

YES 

YES 

YES 

室外基板（ノイズフィル
タ）不良

渡り配線，誤接続断線

 ファンモータ
ルーバモータ等交換
ヒューズ交換

対象部品交換

室内ユニット基板不良→交換

室内ユニット基板不良→交換

室内ユニット基板不良→交換

JX1を開放

室内ユニット基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・渡り配線，誤接続 or 断
線

・ヒューズの断線
・トランスの故障
・室内ユニット基板故障
・ハーネス断線

YES 

YES 

室外基板（ノイズフィ
ルタ）不良

渡り配線，誤接続断線

室内ユニット基板不良→交換

ファンモータ , ルーバ
モータ等交換
ヒューズ交換

室内ユニット基板不良→交換

対象部品交換

室内ユニット基板不良→交換

JX1を開放

室内ユニット基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・渡り配線，誤接続 or
  断線
・ヒューズの断線
・トランスの故障
・室内ユニット基板故障
・ハーネス断線

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 電源系統異常
（リモコンへの電源供給）

消灯 連続点滅

消灯 連続点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

435

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 電源系統異常

（リモコンへの電源供給）
消灯 連続

消灯 連続

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコン配線 
ゆるみはないか？ 

リモコン線が 
断線／短絡 

リモコン線を  
はずす 

NO 

室内端子台
X-Y間の電圧
DC15V以上?

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

修正

配線交換

室内ユニット基板不良→交換

リモコン交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線／短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・室内ユニット基板故障
・ハーネス断線

注記：

修正

配線交換

室内ユニット基板不良→交換

リモコン交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線／短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・室内ユニット基板故障
・ハーネス断線

注記：�

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

連続点滅 連続点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後 2分待っても
リコモン LCD「内機確
認中」表示のままの場合

診　断 処　置

436

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

電源投入後 2分待っても
リコモン LCD内機確認中
表示のままの場合

診　断 処　置

電源ヒューズ   
交換へ 

NO 

YES 

NO 

YES

YES

  

一旦ブレーカを遮断し3分後   
に再度ブレーカを投入する。   

正常復帰？ 

YES 

YES

NO 

NO

NO

  

YES

NO

室外ｺﾝﾄﾛｰﾗの  
電源ヒューズ

は溶断していないか？ 

ノイズフィルタ2次側に 
AC200Vあるか？ 

ノイズフィルタ･インバータ 
基板間の接続線は良いか？ NO 

室内緑LEDは
点滅しているか？  

室内緑LEDは
2回点滅しているか？

室内・室外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台Ⓡ,Ⓢ,Ⓣ間
AC200Vあるか？

YES

NO

室内側端子台①,②間
AC200Vあるか？

NO

YES

電源投入後2分待っても
リモコンLCD内機確認
中表示のまま

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する。

室内制御基板不良→
交換

室内外制御基板交換
リモコン不良→交換
リモコン線Y断線→交換 

室内・外接続線修正

室外制御版交換

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：通信中に異常が発生した場合は故障記号E5を表示します。（室外赤 LED2 回点滅）点検要領は上記と同一です。（但し，接続関連は除く）また，E5
発生後電源リセットした場合，異常が継続しておれば LCD内機確認中表示になります。短時間（1分以内）にブレーカ電源投入を繰り返すと内機確
認中表示することがあります。この場合，ブレーカをOFFして 3分お待ちください。

注⑴　対応する室外ユニットのみ

⑴

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する。

室内ユニット基板不良
→交換

室内ユニット基板交換
リモコン不良→交換
リモコン線 Y断線→交換

室内・外接続線修正

室外制御版交換

接続線不良（断線）
ノイズ

室内ユニット基板不良
→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：通信中に異常が発生した場合は故障記号E5を表示します。（室外赤 LED2 回点滅）点検要領は上記と同一です。（但し，接続関連は除く）また，E5
発生後電源リセットした場合，異常が継続しておればリモコン LCD「内機確認中」表示になります。短時間（1分以内）にブレーカ電源投入を繰り
返すと内機確認中表示することがあります。この場合，ブレーカをOFFして 3分お待ちください。

（　　　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容



－ 104 －

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

連続点滅 連続点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
ヒューズ溶断の場合，
電源ヒューズ交換前の
インバータ点検方法

診　断 処　置

ノイズフィルタ
交換

YES

YES

NO

YES

制御基板
交換

NO

リアクタ
交換

NO

ノイズフィルタ
相間短絡ないか 

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れ焼損ないか 

リアクタ異常
ないか？

ヒューズ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

（　　　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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内機確認中
内機確認中

連続点滅 消灯

連続点滅 連続点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後リモコン無
表示の場合

診　断 処　置

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中

内機確認中
点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

電源投入後リモコン無表
示の場合

診　断 処　置

YES 

NO 

YES 

電源投入後 
リモコン無表示 

YES 

NO   

NO 

NO 

YES 

NO 

YES 

室内緑LEDは 
点滅しているか 

室内制御基板の 
ヒューズは良いか 

 

  

ﾘﾓｺﾝをはずした状態で 
ﾘﾓｺﾝ側の電圧

約DC10～11Vあるか 

室外赤LEDは 
2回点滅しているか 

室内・外接続線は 
正規に接続されているか 

室外側端子台Ⓡ，Ⓢ，Ⓣ間
ＡC200Vあるか?

NO 

YES 

室内側端子台①，②間

YES 

NO 

NO 

ＡC200Vあるか?

ヒューズ交換

リモコン線短絡

リモコン不良

室内制御基板不良
リモコン不良
リモコン線X又はZ断線

接続線修正

室外制御基板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

ヒューズ交換

リモコン線短絡

リモコン不良

室内ユニット基板不良
リモコン不良
リモコン線X又はY断線

接続線修正

室外ユニット制御基
板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内ユニット基板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

（　　　    　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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内機確認中
内機確認中

連続点滅 消灯

連続点滅 連続点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後2分待っても
リモコン LCD「内機確
認中」表示のままの場合

診　断 処　置

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

電源投入後2分待っても
リモコンLCD「内機確認中｣

表示のまま

YES

NO

A 

NO

室外ユニット制御緑LEDは
点滅しているか

YES

室内緑LEDは
点滅しているか

室外ﾕﾆｯﾄ制御赤LEDは
2回点滅しているか

室内・外接続線は
正規に接続されているか

YES

 

室外側端子台Ⓡ，Ⓢ，Ⓣ間
ＡC200Vあるか?

室内側端子台①，②間
ＡC200Vあるか?

YES

次ページ参照

室内ユニット基板不良

室内ユニット基板不良
リモコン不良
リモコン線Y断線

接続線修正

室外ユニット基板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内ユニット基板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

（　　　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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内機確認中 内機確認中消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
室外ユニット制御基板LED
が消灯している場合の診断

診　断 処　置

440

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外制御基板 LEDが消灯
している場合の診断

診　断 処　置

室外ファンモータは故障
していないか?

YES 

室外ユニット制御基板LEDが消灯している 
場合の診断 

NO

A   
一旦ブレーカを遮断し 

３分後に再度ブレーカを投入する。 

52C交換前のインバータ点検へ 

B 

YES

正常復帰? 
NO 

YES

室外ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源ヒューズ   
は溶断していないか？ NO 

YES 

NO

NO

NO ノイズフィルタ2次側に 
AC200Vあるか？ 

ノイズフィルタとインバータ基板
間の接続線はよいか?

リアクタの接続はよいか？
断線していないか？

YES

YES

正常（ノイズによる誤
作動）

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

リマクタ接続／交換

室外ユニット制御
基板不良

室外ファンモータ基板
不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

⑴ 注⑴　対応する室外ユニットのみ

正常（ノイズによる誤
作動）

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

リアクタ接続／交換

室外ユニット制御
基板不良

室外ファンモータ基板
不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

（　　　    　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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内機確認中
内機確認中

消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
ヒューズ溶断の場合，
電源ヒューズ交換前の
インバータ点検方法

診　断 処　置

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

YES

B 

ノイズフィルタ
交換

インバータ
基板交換

リアクタ
交換

電解コンデンサ
交換

NO

電源ヒューズ
交換

YES

ノイズフィルタ
相間短絡ないか

インバータ基板入力端子
相間短絡ないか

パワトラモジュール
割れ焼損ないか

リアクタ異常
ないか

電解コンデンサ
異常ないか

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

（　　　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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無表示
〔無表示〕

消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後リモコン無
表示の場合

診　断 処　置

電源投入後
リモコン無表示

YES

NO

NO

YES

YES

YESリモコン接続端子に
DC10V以上あるか？

室内・外接続線は
正規に接続されている。

NO

リモコンを外
すとリモコン線にDC10V以上

が発生する。

リモコン不良

リモコン不良

接続線不良

室内ユニット基板
不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内ユニット基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外ユニット制御基板故障

注記：

（　　　    　　）

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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E1
リモコン通信回路不良

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源リセットで正
常後帰できるか？

1分後，ドレン
ポンプが自動的に運転

開始するか？

SW7-1をOFF→ON
内外渡り線③を外す

YES

YES

NO

電源リセット

NO

注⑴　3分以上経過してもリモコン表示が「内機
         確認中」のままかどうか？ ノイズによる誤動作

周辺環境確認

室内ユニット基板不良
→交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

リモコン－室内ユニット
間の通信が運転中に 2 分
以上正常にできない場合
（リモコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・リモコン－室内ユニッ
ト間通信回路不良

・ノイズ

注記：室内側ではリモコンと 180 秒間正常に通信できない場合，室内ユニットの基板は自動的にリセット
スタートします。

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

室内アドレスNo.重複

連続点滅 連続点滅

連続点滅

全機種 

台以上接続 

444 

※ 交換前にアドレス設定 
のロータリスイッチが 
壊れていないか確認く 
ださい。（過去に5番が 
壊れていた例がありま 
す。）

室内ユニット基板交換※

オ－バ

。

。

。

.

室内ユニット基板不良
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室内アドレスNo.重複

連続点滅 連続点滅

連続点滅

全機種 

台以上接続 

444 

※ 交換前にアドレス設定 
のロータリスイッチが 
壊れていないか確認く 
ださい。（過去に5番が 
壊れていた例がありま 
す。）

室内ユニット基板交換※

オ－バ

。

。

。

.

室内ユニット基板不良
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連続点滅 連続点滅

連続点滅

全機種

同一系統内に室外ユニッ
トがない

・室外ユニットの電源未
　投入
・室内・外のペアリング
　不適合
・室内ユニット基板不良
・室外ユニット基板不良
・現地配線未接続

 

 

同上

１．対象機種

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

５．故障診断と処置

注記：

 

処　置 

 ノイズによる一過性の誤
動作，ノイズ源あれば修
正

予備回路に変更

室内ユニット基板交換 

修正

修正

修正

室外ユニット基板交換

診　断 

 E3は室内外の通信が一度も成立しない時に発生する通信エラーです。一旦室内外の通信が成立すればE5とな
ります。共に，現地通信用配線を確認してください。

YES

NO

NO

NO

NO

YES

NO

NO

YES

YES

YES

YES

電源リセットし再運転する。

E3/E5発生

スーパリ
ンク回路の保護ヒュ

ーズ切れ

室内基板LED
OKか

室外ユニット電源
確認OKか

室内に
設定した室外アドレ

スはOKか

スーパリンク
信号線接続はOKか
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E5 運転中に通信異常連続点滅 下記参照

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

信号線修理

信号線修理

「内機確認中」表示の
診断へ

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

室外ユニット基板不良
（ネットワーク通信回
路不良）→交換

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

２．異常検出方法

室内－室外が2分以上正常
に通信ができない場合

３．異常発生条件

運転中に同上を検知

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室内ユニット基板不良

注記：ポンプダウンスイッチを押すと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，リモコンには“伝
送異常・E5”が表示されますが異常ではありません。

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

リモコンLCDは
正常に戻ったか

電源リセット

NO

YES

NO

室内赤LEDが消灯

室外ユニット
側で信号線の接続

ＯＫ？

室内～外
ユニット間信号線の

接続ＯＫ？

リモコンLCDは
正常に戻ったか

注⑴　室外端子台での接続不良（外れ，緩み）を点検

電源リセット

注⑵　室内～室外ユニット間信号線の接続  
不良又は断線を点検。

YES

NO

YES

NO

YES

NO

室内赤LEDが2回点滅の場合
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E6 室内熱交温度センサ不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内熱交温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内熱交温度センサの
特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

室内熱交温度センサ
不良→交換

室内ユニット基板不良
→交換
（室内熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室内熱交温度センサ
（Thi-R1，R2，R3）
の異常低温および異常高
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・�温度センサが –40℃以下
を連続 5秒間検知（断線）
した場合は圧縮機を停止
します。3分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。
・�70℃以上を連続5秒間検知
（短路）

４．予想原因

・�室内熱交センサコネク
タ不良
・室内熱交センサ不良
・室内ユニット基板故障

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E7 室内吸込温度センサ不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

吸込温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

吸込温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

吸込温度センサ不良
→交換

室内ユニット基板不良
→交換
（吸込温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

室 内 吸 込 温 度 セ ン サ
（Thi-A）の異常低温およ
び異常高温（抵抗）を検
知

３．異常発生条件

・�温度センサが –20℃以
下を連続 5秒間検知した
場合は圧縮機を停止しま
す。3分遅延後に圧縮機
を再起動させ，1回目の
検知から 60 分以内に再
検知した場合。

４．予想原因

・�吸込温度センサコネクタ
不良
・吸込温度センサ不良
・室内ユニット基板故障

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E9 ドレン不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

加湿器接続？

NO

リモコンからドレンモータON

YES

ドレンモータ運転？

YES

NO

リモコンで異常データ点検

オーバーフローあり？

CNI両端
DC12V？

CNIに接続？  NO

YES

オプションに
異常あり？

NO

YES

YES

リモコンの室内機能設定で
加湿器ドレンモータ連動？ NO

YES

CNRの両端に
DC12V? NO 

YES

ドレン配管のつまり
勾配OK？

NO

YES

NO

YES
NO

フロートスイッチ点検

室内ユニット基板交換

室内ユニット基板交換

オプションチェック

「加湿器ドレンモータ
連動」へ設定修正

室内ユニット基板交換

「ドレンモータの点検
および配線の点検」

修正

ドレンモータ点検

２．異常検出方法

フロートスイッチ作動

３．異常発生条件

フロートスイッチ開を 3
秒間連続検知したとき，
またはフロートスイッチ
の未接続時・断線時。

４．予想原因

・室内ユニット基板不良
・フロートスイッチ設定ミス
・加湿器ドレンモータ連
動設定ミス

・オプション設定ミス
・ドレン配管ミス
・ドレンモータ不良
・モータ配線ドレンモー
タ不良

注記：電源投入時に発生した場合は，フロートスイッチの断線・接点不良が考えられます。点検修正（交換）�
してください。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E10

   1 リモコン複数台制御時
接続台数オーバー（17台以上）

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

1個のリモコンに17台
以上接続していないか NO

YES

リモコン不良→交換

16台以下に変更２．異常検出方法

1リモコンで室内ユニッ
ト17台以上を検知したとき

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・接続台数オーバー
・リモコン不良

注記：
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E11表示 

451

全機種

連続点滅

連続点滅

室内ユニット基板上
のロータリースイッチ
SW1, 2およびディップ
スイッチSW5-2でアド
レス設定を行う。

室内ユニット

室内ユニットアドレス
設定をリモコンアドレス

で設定した。

設定

1リモコンで複数の室内
ユニットを制御する場合、
リモコンアドレス設定はで
きない。手動または自動ア
ドレス設定のみ（冷媒系統
を信号線がまたがない場合
のみ）

ンで結線し，リモコンでアド
レス設定した場合
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全機種 

連続点滅 連続点滅

連続点滅

室内ユニットアドレス設定

不可 不可 不可 

室外ユニットアドレス設定 室外ユニットアドレス設定室内ユニットアドレス設定

複数冷媒系統自動アドレス 

室内ユニット基板交換
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E16 室内ファンモータ異常連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

注⑴　④がGNDです。

NO

YES

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

ファンモータコネクタ
CNM1①-④間にDC280V

の電圧はあるか？

正常になったか？

ヒューズF1またはF2が
溶断しているか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

NO

NO

YES

NO

YES

YES

ファンモータ
運転指令時にコネクタ
CNM1④-⑤間にDC15V
の電圧はあるか？

ファンモータ
側のコネクタを外し

運転指令時にCNM1④-⑤間
にDC15Vの電圧は

あるか？

NO

NO

YES電源リセット

異物を取り除く。

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください。

故障したファンモー
タと基板を交換

室内ユニット基板交換

ファンモータ交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異
常が出る場合には，基板
を交換してください。）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータの実回転
が 30 秒連続して 200min-1�
以下になると圧縮機，室内
ファンモータを停止しま
す。2秒遅延後自動復帰し
ますが 60 分以内に 4 回作
動した場合は，異常停止し
ます。

４．予想原因

・室内ユニット基板不良
・ファンモータの回転部
の異物
・ファンモータ不良
・基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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E18
  

親子室内アドレス設定不良
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

冷暖フリーマルチシリーズのみ
分流コントローラを共有し，
室内ユニット同士を同一モー
ドで運転する場合

診　断 処　置

正しい親室内ユニッ
トアドレスに設定し
直してください。

正しい子室内ユニッ
トアドレスに設定し
直してください。

親室内ユニットに電
源を入れてください。

SL信号線をつないで
ください。

室内ユニット基板の故障
→基板交換
（先ず最初に子室内
ユニットの基板を交
換してください。
復旧しなければ、親
室内ユニットの基板を
交換してください。）

２．異常検出方法

⑴�　設定した親室内ユ
ニットアドレスが、同
一の SL 信号線のネッ
トワーク上に存在しな
い場合。
⑵�　子室内ユニットアド
レスとして設定したア
ドレスを親室内ユニッ
トアドレスとして重複
して設定した場合。

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・親室内ユニットアドレ
スの設定ミス

・親室内ユニットの電源
が入っていない。

・親子室内ユニット間に
SL 信号線がつながって
いない。

・子室内ユニットまたは
親室内ユニットまたは
両方の基板が故障。

注記：

YES

NO

YES

NO

YES

NO

設定した親室内ユニットアドレス
はSL信号線のネットワーク上に

存在しますか？

設定した親室内ユニットアドレス
は子室内ユニットに設定
されていませんか？

親室内ユニットに電源は
入っていますか？

親子室内ユニット間はSL信号線
でつながっていますか？

YES

NO

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

（　　　　）

●分流コントローラ下流の室内ユニット接続例
①リモコン１台による複数室内ユニット制御

　 (１台のリモコンにより全ての室内ユニットの運転 / 停止 ・ 冷房 / 暖房モードおよび設定温度等を同一に制御 )

②室内ユニット親機および子機それぞれにリモコンを接続

　 ( 冷房 / 暖房モードは親機室内ユニットで設定し， 冷房 / 暖房モード以外は個別に設定可能 )

分流
コントローラ

分流コントローラ
リレーキット

（冷媒配管）

（リモコンセンサを有効に設定）

室内 B室内 A

R

分流
コントローラ

分流コントローラ
リレーキット

（冷媒配管）

室内 B室内 A

RA RB

( 親機 ) ( 子機 )

( 親機 ) ( 子機 )
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E19
  

運転チェックモード異常
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内ユニット基板不良
→交換（スイッチ不良）

SW7-1をOFFし電源を
リセット

２．異常検出方法

E19 発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・�スイッチSW7-1設定ミス
（�スイッチSW7-1の戻し忘れ）
・室内ユニット基板不良
　（�スイッチ SW7-1 不良）

注記：

SW7-1がON？

電源ONと同時に
E19発生

NO

YES

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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E20
   室内ファンモータ回転数異常

連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

注⑴　④がGNDです。

YES

ファンモータコネクタ
CNM1①-④間にDC280V

の電圧はあるか？

正常になったか？

ヒューズF1またはF2が
溶断しているか？

NO

NO

YES

NO

YES

YES

ファンモータ
運転指令時にコネクタ
CNM1④-⑤間にDC15V
の電圧はあるか？

ファンモータ
側のコネクタを外し

運転指令時にCNM1④-⑤間
にDC15Vの電圧は

あるか？

NO

NO

YES電源リセット

異物を取り除く。

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください。

故障したファンモー
タと基板を交換

室内ユニット基板交換

ファンモータ交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異
常が出る場合には，基板
を交換してください。）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

ファンモータ回転数指令
が出力された後，2分経過
しても実回転数〔要求回
転数 –50 min-1〕に達しな
いときはファンモータ異
常を検出し停止します。

４．予想原因

・室内ユニット基板不良
・ファンモータの回転部
の異物

・ファンモータ不良
・基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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リモコン：E21 室内

室外

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

全機種
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E28 リモコン温度センサ断線連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

リモコン温度センサの
接続はよいか

リモコン温度
センサの特性は良いか
断線は無いか？

リモコン温度センサ抵抗温度特性（Thc）

0

1

2

4

6

8

10

12

65

62

59

53

48

44

40

36

14

16

18

20

22

24

26

28

33

30

27

25

23

21

19

18

30

32

34

36

38

40

42

44

16

15

14

13

12

11

9.9

9.2

46

48

50

52

54

56

58

60

8.5

7.8

7.3

6.7

6.3

5.8

5.4

5.0

温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ）

修正

リモコン温度センサ�
不良→交換

リモコン基板不良→交
換
（リモコン温度センサ�
入力回路不良）

２．異常検出方法

リモコン温度センサ (Thc)
の異常低温 ( 抵抗 )を検知

３．異常発生条件

温度センサが –50℃以下を
連続 5 秒間検知した場合
は圧縮機を停止します。3
分遅延後に圧縮機を再起
動させ，1回目の検知から
60 分以内に再検知した場
合。

４．予想原因

・リモコン温度センサ接
続不良

・リモコン温度センサ不良
・リモコン基板不良

注記：リモコンセンサ無効→有効切り替えの 10 秒間以降は，断線しても E28 は表示しません。同時に使
用するセンサをリモコン→室内吸込温度センサに変更します。リモコンセンサを有効にしても点検
表示の吸込温度表示は室内吸込温度センサの値となります。

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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連続点滅

リモコンに緊急停止
「有効」となってないか？

連続点滅

全機種

室内ユニット基板交換

リモコン基板交換

緊急停止発生原因を調
査する
（設備業者と打合せする
時，停止30分前のデー
タがあるほうがよい。）

。

。
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10.3 室内ユニット基板交換要領
お願い　�ワイヤードリモコン使用機種は制御基板交換後，電源を投入した後に ｢リモコンによる機能設定｣ を参照し

室内ユニットの機能や用途に合せて設定を行ってください。

● 交換工事は，この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行なってください。
● ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

警告　　 　誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
注意　　 　誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

● 基板交換完了後，試運転を行い異常がないことを確認してください。

● 交換作業は，販売店または専門業者に依頼する。
ご自分で作業をされ不備があると，感電や火災の原因になります。

● 作業は，この交換要領書に従って確実に行う。　
作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

● 元電源を切った後，交換工事をする。（電源を切って1分以上経過後に実施してください。）
通電状態での基板交換は，感電・故障・動作不良の原因になります。ファンモータ他の接続機器破壊の原因になります。

● 配線は確実に接続し，端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
接続や固定が不完全な場合は，発熱・火災の原因になります。

● 基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認する。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

● 基板にコネクタを接続する際は，基板が変形しないように接続する。破損・故障の原因になります。
● コネクタは，確実に挿入しストッパを掛ける。火災・動作不良の原因になります。
● 配線は，かみ込んだり，つっぱらないように結束する。断線・変形して不具合・感電の原因になることがあります。

安全上のご注意

　　　　　　　　　　警　　告！

　　　　　　　　　注　　意！

！
！

  １. 基板を交換してください。

本品は、共通基板です。本要領書にて設定を行って基板交換してください。

    ① 基板に接続されているE1配線(黄／緑)のねじ止め部のねじ(矢視Ａ)を外してください。
    ② 基板にコネクタ接続されている配線を全て取外した後、基板を交換してください。
    ③ 基板は，配線類をかみ込まないように固定してください。
    ④ スイッチ設定は、交換する基板と同一設定としてください。
    ⑤ 基板へコネクタ接続してください。基板上のコネクタ色と配線コネクタ色を合わせて接続してください。
    ⑥ ①項で外した配線を元の場所にねじ止めしてください(矢視Ａ)。

２. 基板
　  基板の種類により部品実装が異なります。
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■制御切替スイッチ（交換する基板と設定を同一にしてください。）
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　警告

安全上のご注意
●�工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく据付工事をしてください。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
警告　　�誤った取り扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能性が大きいもの。
注意　　��誤った取り扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性があるもの。

状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。
●本文中に使われる「絵表示」の意味は次の通りです。

 絶対にしないでください。  必ず指示どおりに行ってください。

●お使いになる方は、この説明書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の
場合、工事される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方に
お渡しください。

●据付は、お買上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると感電、火災、故障の原因になります。
●据付工事部品は必ず付属品および指定部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、落下、火災、感電の原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、本機の落下などにより、ケガの原因になります。

●�電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」お
よび据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。

　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。

●据付工事は、必ず電源をしゃ断して行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。
●改造は絶対にしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●修理・点検に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFにする。

修理・点検にあたって、電源ブレーカが ON のままだと、感電およびケガの原因になります。

●特殊環境、可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがあるところへ設置しない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニア・硫黄化合物・酸など）の多いところや、酸性や
アルカリ性の溶液・特殊なスプレーなどを頻繁に使うところで使用すると、著しい性能の低下・
腐食による感電、火災、故障の原因になります。

●大量の水蒸気が発生するところ・結露するところには設置しない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●洗濯室など水のかかる所では使用しない。
　感電、火災、故障の原因になります。

●ぬれた手で操作しない。
　感電の原因になることがあります。

PJF012D03411. 別売品
⑴　ワイヤレスリモコン（RCN-D5）・ワイヤレス受信部（LA-T-5W、LA-T-5SB）
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① 受信部 ① ワイヤレスリモコン1 1

② リモコン用ホルダー 1

③ 同上用木ねじ 2

④ リモコン用電池 2

⑤ 取扱説明書 1

1② 据付説明書（本紙）

　警告

① 付属品

●本機を水洗いしない。
　感電、火災、故障の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わ
らないように固定する。

　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
●�病院・通信事業所などに据付ける場合、ノイズに対する備えを行うこと。

インバータ機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響により、誤動作や故
障の原因になります。
リモコン側から医療機器・通信機器への影響により、医療行為の妨げ・映像放送の乱れや雑音
の弊害が生じる原因になります。

●基板のケースを取外したまま放置しない。
　水分・ホコリ・虫などが浸入すると、感電・火災・故障の原因になります。

●�ワイヤレスキットを下記場所に設置しない。
　ワイヤレスキット故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所	 ⑻ 蛍光灯（特にインバータタイプ）の近く
　⑵ 発熱器具の近く	 　 あるいは、直射日光が受光アダプタに当た
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所	 　 る場所
　⑷ 取付面が発熱・結露する場所	 ⑼ 他の赤外線通信機器の光線が受光アダプタ
　⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所	 　 に当たる場所
　⑹ 取付面に凹凸がある所	 ⑽� ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、
　⑺ 室内ユニットの吹出し空気が当たる場所	 　 障害物に隠れてしまう場所

　注意

次の付属品を確かめてください。

② 取付前の準備
現地設定
受信部基板上のスイッチの設定は
右記の通りです。
なお、出荷時の設定は　　　で囲
まれた設定になっています。

SW1 複数台設置時の混信誤動作防止 ON：通常 　　　　　OFF：切換

SW2 受信部の親子切換 ON：親　　　　　　OFF：子

SW3 ブザー音 ON：有効　　　　　OFF：無効

SW4 停電補償 ON：有効　　　　　OFF：無効

ワイヤレス受信部�
LA-T-5W, LA-T-5SB

ワイヤレスリモコン ( 別売品）�
RCN-D5
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現地設定の変更方法
1. 受信部裏面のねじ（2 本）を外し、カバーを取外してください。
2. カバー裏面の基板上のスイッチを変更してください。

3. SW1を OFF にする場合はワイヤレスリモコン側も設定変更�
 してください。
設定変更は、本説明書④ワイヤレスリモコンの 混信防止設定
をご覧ください。

※ 受信可能範囲は、本説明書 ⑤受信部 をご覧ください。

② 取付前の準備の続き
複数リモコン使用時の親子設定
1 つのグループに対して最大 2 個まで
受信部・ワイヤードリモコンを接続でき
ます。
その際は 2 つの受信部・ワイヤードリ
モコンのうち、いずれか一方の基板上
のスイッチを変更し、子機設定とする必
要があります。
ワイヤードリモコンの設定変更は、ワイ
ヤードリモコン付属の説明書をご覧く
ださい。 

③ 受信部の取付

① パネルに付属の据付説明書に従って、パネルをユニット本体に取付けてください。
②吸込グリルを取外してください。
③冷媒配管部のコーナリッドを取外してください。
④ユニット本体の制御箱の蓋のねじ ( ２本 ) を緩め、図の矢印方向に蓋をスライドさせて取外してください。

取付前の準備
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③ 受信部の取付の続き

受信部の取付

① パネル固定用ボルトを緩めて、パネルとユニット本体との隙間を開けてください。
②受信部の配線を開口部に通してください。
③パネルのユニット側にあるフックに配線を引掛けてください。
④図の位置より配線を引出してください。
⑤配線をユニット本体のフックに引掛けてください。
⑥図の位置より配線を制御箱の中に通してください。
⑦配線の丸端子を制御箱内の端子台（X、Y）に接続してください。配線に極性はありません。
⑧パネル固定用ボルトを締付けてください。
⑨受信部をパネルに取付けてください。
⑩パネルに付属のねじで受信部を固定してください。
⑪配線を噛込まないように、ユニット本体の制御箱の蓋を取付け、ねじ ( ２本 ) を締付けてください。
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④ ワイヤレスリモコン
リモコンホルダーの据付

リモコンホルダーを付属のねじで固定してください。

※ ホルダー取付時の注意
・垂直になるよう調節してください。
・ねじ頭が出ないようにしてください。
・土壁等へは取付けないでください。

電池の入れ方
1. 裏蓋を外します。
2. 乾電池を入れます。（単四 2 本）
3. 裏蓋を取付けます。

混信防止設定
1. リモコンの裏蓋をはずし、乾電池を取外す。
2. 乾電池横の切換線をニッパー等で切断する。
3. 乾電池を入れて、裏蓋を取付ける。

リモコンの設定変更
自動運転の設定変更のしかた
ビル空調・ガスヒートポンプシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は自動運転が�
できません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にしてください。
運転切換 ボタンを押しながらリセット スイッチを押すか、運転切換 ボタンを
押しながら電池を投入すると、自動運転が無効となります。
※ 注意：一度電池を取外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。�

        電池を取外した時は、再度上記操作を行ってください。

室内機能設定
1. 室内機能設定のしかた

① 運転 / 停止を押し、停止状態にする。
② 室内機能設定スイッチを押しながら、2 項に示すボタンを押す。
③ 選択ボタン▲、▼で設定を変更する。
④ 予約ボタンを押す。

リモコン信号受信部より、ピッピッと 2 回ブザーが鳴り、
LED は 2 秒毎に 4 回点滅します。
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④ ワイヤレスリモコンの続き
2. 設定内容
　機能設定が可能な項目は下記となります。

ボタン 番号表示部 機能設定

風量
00 風速設定：標準
01 風速設定：設定1　※
02 風速設定：設定2　※

運転切換

00 暖房室温補正：無効
01 暖房室温補正：＋1℃
02 暖房室温補正：＋2℃
03 暖房室温補正：＋3℃

フィルタ

00 フィルタサイン表示：なし
01 フィルタサイン表示：180時間
02 フィルタサイン表示：600時間
03 フィルタサイン表示：1000時間
04 フィルタサイン表示：1000時間後運転停止

上下
00 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：無効
01 ドラフト防止設定（エアフレックス設定）：有効

室外静音
00 赤外線センサ設定（人感センサ設定）：無効
01 赤外線センサ設定（人感センサ設定）：有効

ハイパワー

00 赤外線センサ制御（人感センサ制御）：無効
01 赤外線センサ制御（人感センサ制御）：パワーコントロールのみ
02 赤外線センサ制御（人感センサ制御）：オートオフのみ
03 赤外線センサ制御（人感センサ制御）：パワーコントロール＋オートオフ

入

00 冷房ファン残留運転：無効
01 冷房ファン残留運転：0.5時間
02 冷房ファン残留運転：2時間
03 冷房ファン残留運転：6時間

切

00 暖房ファン残留運転：無効
01 暖房ファン残留運転：0.5時間
02 暖房ファン残留運転：2時間
03 暖房ファン残留運転：6時間

るす番
00 リモコン信号受信部LED：輝度明
01 リモコン信号受信部LED：輝度暗
02 リモコン信号受信部LED：消灯

省エネ

0.1 グリル自動昇降降下長：0.1ｍ
0.2 グリル自動昇降降下長：0.2ｍ
・ ・
・ ・
2.0 グリル自動昇降降下長：2.0ｍ
・ ・
・ ・
3.9 グリル自動昇降降下長：3.9ｍ
4.0 グリル自動昇降降下長：4.0ｍ

運転/停止
50 グリル自動昇降周波数：50Hz
60 グリル自動昇降周波数：60Hz

※　詳細は技術資料を参照ください。
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1リモコンによる複数台室内ユニット制御
1. 1 つのリモコンで複数台のユニット（最大 16 台）を�

グループ制御できます。�
同一モード、同一室温設定で運転します。

2. グループ制御用に各室内ユニット間を�
2 心のリモコン線にて渡り配線してください。

店舗シリーズの場合
室内基板上のロータリスイッチＳＷ 2 により、リモコン通信アドレスを重複しないよう「0」～「Ｆ」に�
設定してください。

ビル空調・ガスヒートポンプシリーズの場合
室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。�
室内ユニット基板上のロータリスイッチＳＷ１、ＳＷ２により、室内Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット1 台（または 1グループ）に対して最大 2 個までのリモコンを接続できます。

ワイヤレスリモコンの操作距離
1. 標準的な受信距離
　［条件］受信部照明度３00 ルクス
　　　　（一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合）

⑤ 受信部

受信可能範囲

天井面

4m 3m 2m 1m 0 1m 2m 3m 4m

1m
1.

4m

2.
4m

スイッチ 設定 機能内容

SW2
ON 親リモコン

OFF 子リモコン

渡り配線の太さと長さの制限（最大 600m）
標凖　　　　　　0.3  mm2×100m 以内

0.5  mm2×200m 以内
0.75mm2×300m 以内
1.25mm2×400m 以内
2.0  mm2×600m 以内

室内ユニット

ワイヤレス
リモコン

室内ユニット 室内ユニット
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2. 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ 2.4m、床面より 1.0m の高さ

より、リモコン操作した場合の受信部照
度と受信距離との関係。照度が 2 倍に
なると受信距離は 2 ／ 3 となる。

3. 複数台近接設置の注意�
［条件］                 受信部照明度３00 ルクス�
                          （一般事務所で受信部周辺 1m 以内の天井面に照明がない場合）�

［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は 5 ｍです。

バックアップスイッチ操作
受信部の表面にバックアップスイッチを装備してい
ます。
ワイヤレスリモコンで操作ができない場合（電池切
れ、紛失、故障）に応急的に使用してください。
操作は手で直接してください。

1. 停止中に押すことにより自動モード（冷専は
冷房モード）で運転します。�
風量「急」温度設定「23℃」ルーバ「水平」

2. 運転中に押すことにより「停止」します。
3. 2 秒以上押し続けてから離した場合、�

自動昇降パネル上昇となります。

冷房試運転操作
● 受信部バックアップスイッチを押しながら、リモコンにて冷房運転を�

送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付の�

結線銘鈑の点検表示を参照し、点検してください。

2桁表示の見方
受信部は 2 桁表示（7 セグメント）を装備しています。

1. 表示は電源投入後 1 時間表示します。
2. リモコンから「停止」送信又は、バックアップスイッチ「停止」操作後 3 分間表示します。
3. 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
4. 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
5. 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
6. 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信によりクリアされます。

⑤ 受信部の続き
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ラクリーナパネル

　　ユニット本体および

ラクリーナパネル

⑵　ラクリーナ用リモコン（CRC-L） PJA012D717
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ラクリーナパネル
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三菱重工サーマルシステムズ株式会社
三菱重工冷熱株式会社

〒108-8215　東京都港区港南 2 -16- 5
〒108-0023　東京都港区芝浦 2 -11- 5

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。
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